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新 潟 県 立 村 松 高 等 学 校 東 京 同 窓 会

第 50回 記 念 大 会 開 催 に あ た つ て

実行委員長 金子 鶴男(高 5回)

本日は大変ご多瞳のなか、東京同窓会にご出席頂き誠

にありがとうございます。会場も昨年に引き続き、緑豊

かな皇居の社に隣接し、落ち着いた雰囲気がある、この

KKRホテル東京で開催することができました

さて、東京同窓会も50回記念大会を迎えましたが、

創設当時の関係者のご労苦を思い、心から感謝とお礼を

申し上げま
｀
九

織田信長は「人生わずか50年化天のうちを比べれば

夢、幻のごとくなり」と謡いました。その信長が本能寺

で死んだ筈が、最近話題の歴史小説 「信長の棺」はユニ

ークな設定がされていま丸 本能寺の変に隠された事実

を解明していく流れは今までにない違う趣でした。そし

て、信長の遺骸が発見されず、本能寺で自害したのでは

なく、そこには抜け穴があり、それが寺に続いていて逃

げたのではないかと憶測し、遂にその真相を知る僧に出

会い、真実を知るのです。それによると、秀吉が黒幕で

抜け穴を塞いでいたために信長が逃げられず自害した、

とのことでした。それなりに史料や歴史的な背景からよ

く考証されており説得力もありま丸 いろいろと史実を

考察・解釈を試みて、この新しい説を唱えたと思いま九

東京同窓会も組織を見直し、ユニークな構造改革を推

進して新しい歴史を創って行きましょう。そして、これ

からは、若い方々の積極的・果敢な参画に期待し、今ま

でにない形の同窓会にしたいと思います。

新 潟 県 立 村 松 高 等 学 校 東 京 同 窓 会

第 50回 記 念 大 会 プ ロ グ ラ ム (敬称 略 )

「瑞宝の間」会場 KKRホテル東京・10F日時 平成 19年 6月 16日 (土 )正午開会

(高 25回)―――――司会 0進行 深見 洋子 (高 7回 )、 林 信子

鶴男 (高 5回 )
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・・・・・・・・・・会 長 鈴木多喜男 (高 4回 )2 東京同窓会長あいさつ 00・ ・・・・ 0・ ・・
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新潟県立村松高等学校 東京同窓会 会則

③財務委員会第一条  (名  称 )

この会は、新潟県立村松高等学校東京同窓会 (以 下 「東京        委員長  1名  副委員長 1～ 2名  委員 若干名

④事 務 局同窓会」 とい う)と 称し、事務局を東京都内に置く。

局 長  1名  次 長  1～ 2名  局員 若干名

(2)各 常任委員会の委員長、副委員長、及び事務局長、第二条  (構 成 )

東京同窓会は旧村松中学校、旧村松高等女学校、現村松高         次長は幹事の中から会長が選任 し、委員及び事務

等学校卒業生並びにこれに準ずる者で関東地区に居住する         局員は幹事の中から各委員長、事務局長が選任 し

者及び他府県にあつて入会を希望する者をもつて構成する。        会長が委嘱する。任期は第七条に準ずる。

(3)各常任委員会は委員長が招集する。

(4)特別実行委員会 (以 下 「実行委員会」という)は第二条  (目  的)

会長が必要と認めたときに設置する。正副委員長東京同窓会は同窓会本部及び母校 と連絡 。提携を密にし、

及び委員は会長が選任 し、実行委員会は事業 (大、母校の発展に寄与することをも会員相互の親睦を図り

会、旅行会、その他の事業等)の終了をもつて解つて目的とする。

散する。

第四条  (事 業)

第十条  (会 費)東京同窓会は前条の目的達成のために次の事業を行 う。
1 東京同窓会の会費等は次のとお りとする。1 会員名簿及び会報の発行。

(1)会 費、研修会などの開催2 親睦会、見学会

東京同窓会の会費は、年 3,000円 とする。3 学校、本部との連絡、提携、行事への参加。

毎年度初めに東京同窓会からの請求により、原則4 慶弔。

として郵便振込みをもつて払い込むものとする。V     5 その他必要と認めた事業。

(2)寄付金

(3)そ の他の収入第五条  (会 員 )

東京同窓会の会員は、正会員と賛助会員とする。正会員は      2 東京同窓会の会計年度は毎年 4月 1日 より3月 31
日までとする。第二条による構成員の内、所定の会費を納入した者 とし、

賛助会員は本会の目的に賛同じ役員会の承認を得た者 とす      3 東京同窓会の会計収支は、大会で報告 し承認を得る

こととする。る。

第十一条 (そ の他 )第六条  (役  員)

東京同窓会に次の役員を置く。役員は正会員の中から選出     本規約に定めのない事項については役員会に於いて協議 し、

決定することとする。する。
1 名 役員会で推薦 し大会におい1会  長

第十二条 (改 正)て承認を得る。

2 冨1会 長   若干名 幹事の中から会長が指名す     本規約の改正については役員会において審議 し、大会で承

認を得るものとする。る。
3 幹  事   若干名 卒業期別に選出し会長が委    (附  則 )

1 この規約は平成 6年 6月 4口 より施行する。嘱する。
2 名 幹事の中から会長が指名す      2 平成 H年 4月 1日 改正4 会計監事

3 平成 18年 6月 3日 改正る

(糸田 貝り)

1 各常任委員会の役割分担、業務内容は、大要次のと第七条  (任  期 )

おりとする。、重任を妨げない。役員の任期は 2年とし
V    ただし役員に欠員が生じた時に補充選任 された者の任期は      (1)総 務委員会

①会員名簿の作成、管理保管。前任者の残存期間とする。

②東京同窓会運営に必要な提案事項のまとめ及び一

般会員からの提案事項のまとめ。第人条  (任 務 )

③役員会会議の司会。1 会長は東京同窓会を代表し会務を統括する。

2 副会長は会長を補佐 し、会長に事故があつた場合は        ④他の委員会に属さない事項の企画立案。

(2)広報委員会会長職を執行する。

①東京同窓会の広報、宣伝に関する事項の企画立案。3 幹事は会長の指示により会務を行 う。

②会報の編集発行の企画立案及び実施。4 会計監事は会の財産 。会計を監査するc

(3)財務委員会

①東京同窓会の所有する物品の管理保管。第九条  (会 議 )

②会費の請求、受領 (寄付金等を含む)に 関する事東京同窓会の会議は次のとお りとする。
1 大 会  毎年一回開催することとし、会長が召集         項。

③金銭出納簿の記帳、預金通帳等の管理保管。)必要に応 じて臨時に開催することする(

④決算書の作成。ができる。

(4)事 務 局2 役員会  幹事会として、会長が召集する。

①役員会等の連絡、通知。3 委員会

(1)東京同窓会の円滑な運営、活動を図るため次の常        ②郵便物等の受取 り、関係役員への送付。

③他の委員会に属さない事項の事務的処理。任委員会 (以下 「委員会」とい う)を設ける。

2 慶弔はその都度決定する。①総務委員会

緊急の場合は正副会長で決定し、幹事会に報告する。委員長  1名  副委員長 1～ 2名  委員 若干名

②広報委員会

○ この会則改正は平成 18年 6月 3日 の総会で承認済委員長  1名 副委員長 1～ 2名  委員 若干名

θ
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①平成18年度日会費納入された方々 (敬称略)

◎旧中の部 (21名 )

相田和平、五十嵐一郎、伊藤秀男、伊藤勇五、遠藤 )贋

熊倉 悟、笠原健二郎、黒井伊作、欄 口男、佐伯益一

佐藤豊夫、 千代国一、寺田徳隣、成海正弘、西山荘平

藤原良造、 松尾 貢、武藤二郎、吉田公男、吉田正平

吉原英男

◎高校男子の部 (101名 )

新井康夫、 日半田昭義、阿部 勇、安部 賞、利 |1 滋

石黒四郎、石本芳雄、今井敬弥、今井孝宏、大島惣四郎

岩野肝史、大西範孝、大橋貞夫、大橋秀雄、小笠原一憲

小黒正恒、笠原静夫、笠原大四郎、梶屋庄佑、加藤喜七

金子鶴男、 金子健二、亀山知明、川合敏男、り|1本獅

神田弘毅、 杵渕政海、本村寿一、熊倉富次、熊倉芳夫

雲村俊瞳、郡司正大、小池生夫、小出博三、小日山芳栄

ガ″「 実、 近藤尚志、近藤洋輝、斉藤正義、篠川恒夫

佐々木秀和、坂上卓夫、佐藤栄治、佐藤 克、佐藤 赳

佐久間英輔、澤井 昭、 沢出赳允、下野文幹、新保 優

鈴木健司、鈴木葬 男、鈴木忠雄、鈴木輝雄、杉本芳雄

関塚 豪、 関谷雄二、瀬倉 薫、瀬倉武志、高岡雄三

高久貞夫、 高地 彰、高地 勝、高山幹雄、塚田 勝

坪欲 Б、 鶴巻 浩、鶴巻流二、中川善隆、中村雅臣

中山 健、二官文三、根本俊夫、羽賀道信、長智 ||五郎

長谷 ll吾一、長智 ||1執、服部修冶、羽田清之輔

廣田達衛、堀 直昭、増田訓英、松尾真一郎、松尾正春

松田輝夫、 間藤謙■、丸山貞次、湊 久直、宮沢正由

武藤 寛、本劇|1恭平、本Nll ll忠司、日黒義二、人木又一郎

簗取正道、 山崎輝雄、山崎豊吉、山田俊治、山中 滋

吉井 7青、 渡辺人郎

◎旧高女の部 (12名 )

石井洋子、 一氏愛子、内田道子、大橋玉枝、近藤昌子

佐藤 治、佐藤玲子、新保清子、鈴木節子、田村ミツエ

藤崎 トヨ、高り||れい子

よ3原員い

住所等を変更された場合、ご面倒でも速や力ヽ こ事務局ま

でご連絡をお願い申し上げます。

東 京 同 窓会事 務 局

〒201-0005狛江市岩戸南 2-14-14

丁el & Fax  03-3488-2117

事務局長  石黒 四郎 (高 9回 )

◎高校女子の部 (49名 )

安達繁子、安中克子、い ヽ 幸、五十嵐ノ、端、劇 |1 俊

伊原富貴子、大嶋エミ、大野靖子、緒方康子、岡部ユキ

片柳ムツ、力[藤久子、り1膵寸イク、 ネ申田正子、木村孝子

久我マキ、小島典子、斎藤英子、斉藤智恵子、佐藤綾子

佐々木恵美、佐藤人重、自石キヨ、鈴木則子、高尾桂子

高岡五百子、田川百合子、高浜つる子、滝沢美恵子

出ロテル、寺山征子、 徳永道子、中島和子、中村エツ

中村俊枝、 林 信子、樋口綾子、深見洋子、升本久子

松本知子、 真水道子、宮腰ヨイ、三宅紀子、向山律子

森川弘子、山田 良、山西愈佐子、横溝田在ま 渡辺厚子

平成 18年 度会費納入者数

男子=122名 女子=61名 合計=183名

②平成18年度・寄付された方々 (敬称略)

◎男子の部 (6名 )金額 =18,000円
6,000円 武藤 寛

4,000円 石本芳雄

2,000円 武藤二郎、吉田公男、二宮文三

山田俊治

◎女子の部 (4名 )金額 =9,000円
3,000円 大橋玉枝

2,000円 編飛静 、緒方康子、境毒田鶴

計 10名  合計金額 27.000円

3振込 み 時 の お 便 り

中村 俊枝 (高 16回 )

幹事の皆様、大変ご苦労様で十
=

私も大分前に一度出席したことがありますしその時、佐

伯会長さんのお名前を記障してお |,、 親戚の堀哲二さん

も出ておられて懐かしく思い出しておりま丸

また、出席したいものと願っておりますЭ

高地 月券 (高 9D
会の皆様には、ご熙少汰ばかり致し申し訳ありませれ

健康で何とかこの年齢まで、上京 してから50年間同じ

仕事を続けております。

t



平成 18年度会計収支決算書

(平成 18年 4月 1日 より平成 19年 3月 31日 )

新潟県立村松高等学校 東京同窓会

上記の通り報告いたします。    平成19年 5月 6日  東京同窓会長 鈴木多喜男 ①

財務委員長  塚田 勝 ①

上記の決算書は監査の結果、適正と認めます。 平成19年 5月 6日 会計監事 佐久間英輔 ① 安達繁子 ①

収入 の部 (単位 :円 ) 又 出 の部 (単位 :円 )

特別会計 特別会計

第49回大会収入 (No42既報)    588,000 第49回大会支出 (No42既報)    673,569

一般会計 一般会計
18年度 会費

男子 122名 (1名 前年度済)

女子  61名
計  183名

平成 17年度 会費

女子  1名
計   1名

平成 18年度 寄付金

男子  6名
女子  4名
計   10名

利子

546

363,000

183,000

546,000

3

3.000

18,000

9,000

657

000

000

49回 大会 補填

会議費

(幹事会・広報委員会)

会報発行関連費
N041印 刷代 (500部) 131,250
発送費 (メ ール便)     27,380
N042印 刷代 (500部)  128,100
発送費 (メ ール便)     29,680
発送費 (郵便)       8,080
会報発送用封筒 (含印刷代)20,015
宛名シール         1,323

通信費

封筒

切手・ハガキ
コピー代

49

345.828

45,754

1,134

35,800

8.820

12,860

11,040

1,465

110,000

1,050

8001

５

６

７

発送費・宅配・郵送 (会誌以外 )

年会費振込手数料

現金振込手数料

対応費  (交際費)

県人会賛助会費       10,000
前会長へ花束        10,000
母校野球部お祝い      50,000
本部総会対応費 (参加 4名 )40,000

諸経費 (用紙・インク・他 )

払込取扱票 印字代

９

０

18年 度収入合計           576,657 18年度支出合計          663,86C
平成 17年度から繰越        1,129,141

郵便貯金     1,081,936
現金         47,205

19年度へ繰越          1,041,932
郵便貯金      986,753
現金         55,179

△ 計              1.705,798 計              1,705、 798△



平 成 ■ 8年度 東 京 同 窓 会 の 動 き

4月  5日 休 )

4月 22日もD

4月 22日 (J

4月 28日経υ

6月  3日 GD

6月 24日亀D

第 二 回 実 行 委 員 会

14:00 国 ホテル東京

編 集 会 議 陰 報41号 )

13:00 新潟県人会館

幹 事 会

14:00 新潟県人会館

・大会案内状発送作業343通
0平成 18年度大会実施細目

第一印刷所へ原稿 (41号)送付

東 京 同 窓 会 49回 大 会

12:00 mホ テル東京

出席者数 71人 0会報配布80通
幹 事 会

14:00 新潟県人会館

・会報発送 233通、

・49回大会総括

・新役員人事

編 集 会 謝 会報42号)

13:00 新潟県人会館

幹 事 会

14:00 新潟県人会館

・今後の活動について

・50回大会の実行委員会の件

・その他

10月 14日 (D 編 集 会請義 (会報42号 )

13:00 新潟県人会館

10月 14日 (J総 務 委 員 会

11月 17日 経υ

12月 24日 (日 )

2007年
2月 10日 (」

3月  3日 (」

3月 17日 (D

14:30 新潟県人会館

・副委員長の選任について

・前委員会からの継続案件
018年度委員会開催 日程

・その他

会報42号原稿を第一印刷ヘ

幹 事 会

14:00 新潟県人会館

・会報発送・幹事会・忘年会

幹 事 会

15:00 百人衆 (中野)

東京同窓会 50回大会について

会議終了後新年会開催

紡護耗会≧言義 (会報43号 )

13:00 新潟県人会館

幹 事 会

13:30 新潟県人会館

・第 50回大会の件

プログラム・役割分担

案内状発送の件

9月  9日 (J

9月  9日 GD

東京同窓会第 50回大会を迎えて
総務委員長 沢出 赳允 (高 6)

村松高校東京同窓会は今年6月 、第50回大会を迎える。

半世紀にわたり良くぞ続いてきたと感無量である。私は

昔のことは判らないが、20年前の第30回 と10年前の第

40回大会の記録が残つているので当時の状況を振り返つ

てみたしゝ

大会案内状の発送数は第 30回が 455通で返答なしが

176通 (38。 7%)第 40回は 340通で返事なしは 90通

(26.5%)と少なくなつた

返信用のハガキを同封してあるのに、四人に一人が無視

している。嚇 る側としては誠|ご晴けなく始 に′思う。

同式′ヽガキの返信をぜひお願いしたしヽ

昭和 63年は、3月 に青函トンネルが 4月 は瀬戸大橋、

さらに7月 には北陸自動車道が相次いで開通し、世の中

はバブル景気に浮かれていた。

10年前の平成9年 4月 、消費税が5パーセントになり、

6月 には新潟館ネスパスが表参道にオープンした。10月

に長野新幹線の開業と磐越自動車道が開通した。11月 は

北海道拓殖銀行が経営成徒、山一證券が 3兆 2千億円の

負債をかかえ倒産した。12月 には都営地下鉄大江戸線、

新宿～練馬間が開業した年であつた。(右表参照…敬称略)

第30回     第40回

開催日 昭和 63.6.11(J  平成 9.6.7(D

開会時間 午後3時 30分   午後2時 00分

会場 ホテル高輪    浅草 OROX

出席者 113名       101名
内訳 旧中34      旧中 19

旧女 7      旧女 4

高男40   1  高男 53

高女 28 高女 21

頬 4  1 頬 4

案内状発送 455名 340名

出席 109(会員) 97(会員)

匁南 37 1 149  43.8%

返事なし 176  38.7° 。 90  26.5%

同窓会長 茂騎宅娘Б (中 17) 脚 Б(中 17)

東京支部長 佐伯益一 (中 27) 佐伯益一 (中 27)

事務局 港区高輪2114 文京区湯島230-9

司会者 人木又一郎 (高 7) 斎藤和男 (中 33)

深見洋子  (高 7) 真水道子 (高 10)

小島典子 (高 10)



私 と 東 京 マ ラ ソ ン

小鍛冶 直昭 (高 2回 )

今から逆のばれば10年程前になりますが、都庁から

大井競馬場までを発着点とする東京シティマラソンを気

持ちよく走つた想い出があります。それ以来、いつの日

か東京や横浜の街中でのフルマラソンが走れれば良いが

なあと思つておりました。

そのような時に出合ったのが NPO法人「東京夢舞い

マラソン」のメンバーでした。それはニューヨーク、ロ

ンドン、ベルリン等の大都市の真中を誰でもが参加して

走れるマラソン大会を東京で開催しようと企画準備して

いました。これは都いの歩道を交通タレールに従つて42.

195kmを 走り、歩くデモンス トレーションのレース

を7年間行い、徐々に成果をあげて来ていました。私が

副代表を務める「横浜西走友会」もこの夢舞いに何回か

ボランティアとしてランナーの皆さんのサポー トをさせ

てもらい、夢の実現に微力ながら協力して参りました。

東京シティマラソンとして一般ランナー、車イス・知

的・視覚障害者の方、移植者 0輻 、骨髄及び角膜

移植)の皆さんと一緒に走った日比谷公園から国立競技

場までの10kmレースを発展的に解消し、エリー トラ

ンナーの東京マラソンと合体し、念願叶って第 1回東京

マラソンの夢が実現出来たので現

今回の第 1回東京マラソンは制限時間7時間、参加定

員がフルマラソンの部に25000人 、 10kmの部に

5000人という大会内容でした。それにつけても参加

費が1万円にも拘わらず、定員の3倍もの申し込みがあ

つたという人気の高さは思つてもいなかつたことです。

東京を走りたい ! それも、厳しい42.195kmに
これほど多くのランナー達が国の内外にいたとは本当に

ビックリしました

私は残念ながら抽選に外れ、当日は走ることが出来ま

せんでした。しかし、私の娘が10kmの部に出場する

ことになりました それで、付添いと応援のため同伴し、

生噌の雨でしたが 7時半には会場に着き、手荷物を預け

てからスター トまでの間、娘に雨対策を授けたりして早

目に応援場所の都庁北交差点に向かいました。冷たい雨

の中を、傘の行列が切れ目なく会場目指して続き、スタ

ー ト前のワクワクする興奮が、走らない私にもヒシヒシ

と伝わって来ました。

午前9時 10分、スタート

の号砲が聞えたかと′思つたら
「ウオー」という歓声が聞え、

間もなくエリー トランナー達

が交差点を右折し視界から消

えて行きました。その後から 東京マラソン・スタート直後

続々と′思い思いのユニフォー   2007年 2月 18日

ムや仮装姿の人、伴走者を伴つた視覚障害の人、松葉杖

をついている人々などが、途切れることなく走り抜けて

行きました。私の後ろで「ガンバレ !ガンバレ !」 と声

援を送っていた人も抽選に外れたらしく「走りたかつ

た !走 りたかつた !」 と何回も口惜しがつていました。

この口惜しさは私も全く同じでした。抽選に洩れた人達

の分まで気持ちをこめて、全員が完走出来るようにと大

きな声援を送り続けました

全ランナーのスター トを見送ってから地下鉄の東西線

に乗り霞ヶ関で下車し、娘がゴールする10キ ロ地点の

日比谷公園に向かうと、同公園の横をフルマラソンのラ

ンナー達が、次々と品川方面に走り去つて行きました。

ゴール地点では、悪コンディションにも拘わらず完走

出来た喜びを応援の家族、友人と分かち合っている姿が

其所彼所で見受けられました。娘のゴールを確認し、フ

ルマラソンを走っている走友会のメンバーを応援するた

め、携帯の Iモー ド検索で10キロ地点、15キロ地点

のタイムを探しましたが、データが多くて見付かりませ

ん。仕方なく日比谷から銀座4丁目まで走友を探しなが

銀座4丁 目

ら歩きました。4丁目を左折して浅草雷門方面に向うラ

ンナー、雷門から帰って来て左折しゴール地点の東京ビ

ッグサイ トに向うランナー達、それぞれに走る速さは違

いますが、スター トラインに立つまでの精進を心に画き

ながら速い人は速いなりに、遅い人は遅いなりに銀座の

大通りを走り抜けて行きました。私が昔、■ISISh/1Y

STAGEというTシャツを着て走つていた時と同じ気持

ちで走つている様に思えました。

私の初レースは55年ほど前、

ホテル対抗の皇居周回駅伝大会

でした。途中ブランクがありま

したが青梅マラソンに25回出

場し、第 1回横浜マラソン、第

1回三浦国際市民マラソンと走

り、今日まで若い人達と,緒に

走ってきました。これからも走

れること1萌勧 lし、来年こそは

東京マラソンの抽選に洩れず、

銀座の大通りを翻IISIS hⅣ

第 25回 三浦国際市

民マラソンにて筆者

2007年 3月 4日

警欝鱗鮭 彗警譲: I

STAGEで楽しく走れるよう願つておりま丸



お 花 見 と 懇 親 食 事 会

高 4回 生 ・ 東 京 地 区

鈴木 健司 (東京在ω

我々の同期会は、地元村松の幹事役が企画し隔年ごと、

新潟県下にて開催しております。今年はその同期会がお

休みの年です。そこで「東京の同期で懇親会を開こう」

ということになり、平成19年 4月 3日 、新宿御苑の『お

花見会』とM食 事会』を虎ノ門の「レストラン立山」

で実施いたしました。

前半の『お花見会』は寒波の影響で肌寒く、雨模様の

ため男女合わせて12名の参加にとどまりました。早咲

きの品種は、あらかた花びらを散らしていました。しか

し、一番数の多いソメイヨシノは満開を少し過ぎた時期

で充分な見頃でした。風に舞う花びら。満開に咲き誇る

大樹し咲き初めの人重桜・枝垂れ桜・山桜。花弁が緑色

っぽい「ギョイコウ」「ウコン」。見事な風情に、一同大

満足でした

岡本かの子の「桜ばないのち一ぱい咲くからにいのち

を力ヽすてわがリヒめたり」の心境には共感を覚えました。

古希を過ぎ、喜寿も数年後となつた私どもの年齢から、

小野ノ1ヽ町の「花の色はうつりにけりないたづらにわが身

世にふるながめせしまに」を思い浮かヘミましたが、西行

の「願はくは花の下にて春死なむそのきさらぎの望月の

ころ」の心境には程遠く、「またや見ん交野のみ野の桜

狩り花の雪ちる春のあけばの」((藤原俊成》のように、

『来年も再来年もこの桜で、花吹雪を浴びたいもの』と

願つた次第です。

大木戸門から新宿御苑を出、地下鉄で虎ノ門に移動し
「レス トラン立山」での『懇親食事会』となりました。

直行組を加えて、予定通り22名が全員そろいました。

このように懇親会に共に参加できるお互いの回康を祝い

昔話に花が咲き、時間の経過を大変に早く感じました。

散会のあと、女性は全員でそのまま「お茶会」に移り、

2時間もおしゃべりをしたとのことです。男′性有志は、

新宿「パイラスクラブ」での2次会でした。一昨年に次

いでの行事でしたが、好評だつたと自画自賛です。

また、次の機会に一同元気にお会いいたしましょう。

レス トラン立山での懇親食事会にて

平成 19年 4月 3日

戦 後 派 の 青 春

加藤 清治 (高 4回)

昭和21年 4月 に終戦を迎え、夢と希望に満ちた松城

健児のタマゴ200名 、県卦 総 中学校の門をくぐる。

昭和27年 3月 、学校制度改革により変則的スクール

キャリアの男女244名、県立村松高等学校を巣立つ。

この間のスクールライフについては先輩、同輩諸氏が多

くを語つているので、ここでは世間の動静を見てみたしヽ

我々が松中に入学したのは戦後間もない時で、食糧を

始め生活必需品が不足し、多くの国民が難儀をしていた

口に入る物で充分足りていたのは い之空気と歯磨き粉」

の時代であった。

コソドロ、オキビキ、カッパライが横行し、ヤミヤ、

カツギヤなど古くて新しい商売が復活した。敗戦で目標

を失った一部の拗ね者がアウトローになり、オシウリ、

カツアゲ、タタキ等の犯罪にはしつた。

物不足は昭和20年代後半になつても容易に角智肖され

ず、修学旅行は米持参であつた。また親兄弟が使い古し

た時計や万年筆が貴重品として大切にされた

こんな世相の下でもと云うべきか、だからこそと云う
べきか庶民の娯楽に対する欲求は旺盛で、特に活動写真

(映画 と流行歌は市民の支持を受け、産業としても大

きく育った。五泉町 (市制施行は昭和29Zつ |〔塾官、

村松町に一館あった映画館は、大衆娯楽の殿堂として連

日多くの客を集めて繁盛したc地元の映画では飽き足ら

ないムービーマニアは、学校をサボリ新潟まで足を運ぶ

ことも再々あつた

NHKの 「のど自慢」と云えば全国民的番組であり、世

界でも稀な長寿番組であること|ま よく知られている。こ

の人気にあやかつた歌謡コンクールと称するイベントが

全国に波及し、賞金稼ぎの場ともなつていたc昭和20
年代中頃、NHKの歌番組「希望の星座二に出演した伊藤

勇五氏 (旧 中33回)、 ミスター平凡の金看板をバックに

大映が主宰する 町腹 養成所」入りした吉井久夫氏 (併

中2回)の快挙は、同窓の者ばかりでなく多くの人達に

勇気と感動を与えてくれた

共学が導入された昭和24年 4月 には併設中学校の看

板も外され、名実共に村松高等学校の幕開けとなつた。

長年にわたり儒教と教育勅語の下、「男女 7歳にして席

を同じうせず……」と教えられてきた多感なティーンエ

ージャーにとつて共学は、衝撃的であり悩み多いことで

もあつた。

終戦から8年目、通い買れた学び舎を後にした244
名のアプレゲールはその後も激変する社会の波にもまれ、

時代に適合して退しく成長した。今後とも諸氏のご活躍

とご健勝を心より願うものである。



校 歌 ・ 応 援 歌 |こ想 う

武藤 寛 鯖掲 D
どこの同窓会やクラス会でもその最期には校歌や応援

歌が歌われます。我々のような年代になると、歌いなが

ら青春の日々 の想い出が奔流のように脳裏を駆け巡り、

思わず涙することもあります。それはまさに我々の青春

と表裏一体の関係にあり、これをともに歌えば、後は何

も言わなくとも通じ合えるという、同窓生だけに許され

る一′さ同体の歌唱ではないでしょう力Ъノj喘坤 かヽら大学

まで “とき"“ ところ"が変っても、先輩から後輩
^弓

陥区

がれていく歌唱には、時代や環境を超越して我々を鼓舞

する「魂」の叫びのようなものを感じま丸

校歌や応援歌には同窓のみならず一般にも親しまれて

いる多くの名歌がありますが、わが村松高校のそれも天

下に誇れる素晴らしい名歌ではないでしょう力、

我々は日召和20年に旧制村松中学校に入学しましたが、

各地へ B29の空襲が本格化し、戦局は悪化の一途をた

どり、遂にその年の8月 15日 に終戦を迎えたのです。

教育環境は軍国教育一色であり、その中で旧制の校歌

や応援歌が歌われました。今時の生活からは想像もつか

ない厳しい日常でしたが、不平不満を言う者もなく疑問

や不安を抱く者もいませんでした。一途に祖国の勝利を

信じて頑張るしかない少年の日々 があつたと思います。

予科練をはじめ軍関係や学徒動員などの出陣には学校で

壮行会が行われ、必ずこれらの応援歌が歌われました。

松城健児六百が  祖国のために剛健の

大図をここに定めんと  送り出だせしわが勇士

覇権を譲ることなかれ  われら六百ここに在り

これらの応援歌に送られて、生きて再び帰らぬ先輩もあ

つたことを′思うと、辛い思いに胸がふさがります。

しかしこれらの応援歌は決して軍歌ではありませれ

我等が選ぶ丈夫の  誉れは海の湧くがごと

望みは雲の行くがごと  月の桂をな譲りそ

栄えある名ををぞとこしへに

いかなる厳しい環境と変化の中にあろうとも、常に海や

雲のように雄大な希望をもつて努力する者に、天は月桂

冠を与えるだろうと教えています。旧校歌の「塵の巷を

遠ざけて」も、美しい自然に抱かれた環境で、大志をも

って努力する者の尊さをうたい、選ばれた松城健児に奮

起を促しているのです。

臥龍原頭幾星霜  切磋琢磨の功を経て

花紅の香に匂ふ  誉れは高き松城の

健児が胸に血や躍る

我々の松高時代は陸上競技の今盛時代で信越や県の大会

を制覇し、インターハイにも出場しました。その度ごと

に全校の仲間達が校庭に集まり、蛮声を張り上げ応援歌

を歌い壮行会を開いてくれました。未だにそのシーンは

感動をもつて私の心に甦ります。そして現在でもふと、

これらの応援歌を回ずさんで頑張っている事があります。

それはまさに五泉、村松こそが′いの故郷であり、村松

高校で培われた精神こそ心の出発点だからではないでし

ょう力、私はこれらの応援歌が末永く後輩達によつて伝

承され、愛唱されることを心より願つて止みませれ

か く さ

渡辺 ノuБ (高 3回)

小学校の時は、学級の中で自分の位置が大体分かって

いた。A君は一番、B君は二番かな、C君は中位でD君
はその下力ぉ さて自分はどの辺かなと格付けが出来た。

運動会の徒競走にしても一着になる生徒はいつも決まっ

ていて、何としても追いつけなかつた。また家の近所に

しても、父母の呼び方に違いがあった。「おつかさま」か

ら～「おか力可 まで職柄的、経済的な差別もあつてか、

隣人間の中にも格付けが黙認されていた。「○○様の坊ち

ゃんと同じ学校になんか行けないんた 身分が違う」と、

親から子供への差別の伝承があり、優秀な子供の芽を摘

んで仕舞った例は沢山ある。その点、都会は小市民の集

まりだから学歴とか懐具合で差別もされないし、夫々の

ルーツをとやかく云々されることもない。無関心な平等

イロご匡れて都会へ出てきた人も多々居るかと′思う。(そ う

云う私もその一人かも……
)

終戦から此の方、身分の差別も拭い去られて皆が平等

を保証された。また、幾多の好景気を経て所得も豊力ヽ こ

なり、大抵の人々が上・中流意識を持ち、あるいは中流

階級に成ってきたように思われる。母や祖母も「おかあ

ちゃま」「おばあちゃま」と呼び合うようになり、富裕階

層の気分にしてくれた。そもそも昔の「おばあちゃま」

と呼ばれる人は、育ちが違っていたように思う。胡蝶ラ

ンの咲く広い縁側で、金縁の眼鏡をかけ「源氏物語」な

んぞを読んでいる様子を想像するのだが。今の急造 「お

ばあちゃま」には呼び名だけが先走つて、月千いの品性が

伴っていないように思う。呼び名に格差は無いが品性の

伴わない呼び名はなにか聞き苦しいものである。
「ボロは着てても心は錦」、こんな歌の文句があった。育

ちの良い人 (敢えて品格のある人とでも云おう力う は逆

境に在つても決して貪することは無い。また|1既に在っ

ても決して騎りはしなし、 これにLヒ して品性の無い人は

人目も憚らず、噴 しては貪し、|1既にして騎り高ぶる」

そんな傾向が間々ある。こんなところでも人と人の比較

がされるのである。経済的な貧富だけが人の価値を判断

するものでもないと思う。

最近、妄りにワーキングプアーを嘆く声を耳にする。

多少社会構造のズレはあるだろうが、確りした知識と技

術を身に付けた人はそれなりに満足した境遇に居ると思

う。各々の能力・資質からの選択にも問題がないだろう

力、労せずして益はない。所詮、個人個人は勿論のこと、

団体間にしろ世界各国の間にも格差はある。これは必然

的なものであつて格差の無い社会などは面白くも可笑し

くもなしゝ 格差、大歓迎である。上には上が在り、下に

も下が在る。いくら努力しても届かない事がある。一番

にならなくとも良い。十番・十一番でも良い。中庸もま

た人の世には大事な地位である。無理に背伸びをしてア

キレス腱を傷め再起不育日こでもなつたら、プアー脱出ど

ころか「蜘蛛の糸」にも組れまい。無理に肩を並べるこ

となく、己の庵で人知れぬ一芸に興ずるのもまた人生で

はないだろう力、先祖からの折角の遺伝子を享受し、自

分なりの居場所を見付け出すことが自然かもしれない。
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中村 雅臣 (高 12回 )

1 皆さんの約 70人に1人が一生に一度、裁判官と一

緒に殺人や強盗といつた重大犯罪の裁判に参加する
「裁判員制度」が、愈々平成21年 5月 までにスター

トします。かなり高い確率で裁判員に選ばれることに

なりますので、決して他人事ではありませれ

2 裁判員制度の概要は、次のとおりで丸

(1)裁判員はどのようにして選ばれるのか?

市町村の選挙管理委員会が、選挙人名簿からくじ

で選定 (無作為抽出)して裁判員名簿を作成し、地

方裁判所に送付すると、地方裁判所が名簿に記載さ

れた者に通知しま
‐
九

(21 どんな人が裁判員に選ばれるのか?

衆議院議員の選挙権を有する人 (20歳以上の国

民)であれば、原則として、誰もが選定の対象にな

りますЭ

(3)裁判員を辞退することが出来るか?

選定された人は、原則として辞退できませんが、

① 70歳以上の人

② 一定の止むを得ない理由 (例え|よ 重い病気

や障害、同居の親族の介護その他社会生活上の

重要な用力 があつて、裁判員の職務を行うこ

とや裁判所に行くことが困難な人

などは、辞退を申立てて裁判所から認めらオブЪば、

辞退出来ま丸

14)裁判中の事件については誰と相談するのか?

原則は、裁判官 3人と裁判員 6人の合議体です。

b)どんな事件を裁判するのか?

原則として、死刑又は無期懲役・無期禁錮若しく

1灘覗月1り 上0艶鷺0禁錮に当たる重 翅瞬 に係

る事件で現

代表例は、強盗が人を殺して金品を強奪した事件

(強盗殺ノ0、 人を殺した事件 (殺ノ0、 人に怪我を

させて死亡させた事件 (傷害菱つ 、酒に酔った状態

で自動車を通転して人を礫き死亡させた事件 (危険

動 、人が住んでいる家に放火した事件 (現住

建造物等放火)、 身代金を取る目的で人を誘拐した事

件 (身代金目的誘拐)等です。

G)裁判員の仕事の内容は?

① 公判法廷への出席

刑事事件の法廷に出席し、裁判官席に裁判官と

並んで着席しま丸

② 裁判員の権限

裁判官だけの権限事項「齢 の解釈に係る判断

や「訴訟手続に関する判断」を除き、証人に対す

る尋問や、被告川こ対する質問などの権限を含む
「事実認定 、聯 の適用」及び 明Jの量定」は、

いずれも裁判官と対等の権限があります。

③ 合議・表決に貌 日

法廷で取り調べた証拠に基づいて、被告人は

真犯人か、犯行を指示したのは被告人か、被告

人に殺意はあったか、動機は何か等について判

断し、被告人は有罪か無罪か、有罪だとしたら

何年何か月の懲役・禁錮にすべきか、3会盗殺ノ入ヽ

の場合は死刑にすべきか無期懲役にすべきか、

などを裁判官と平等に議論し、決定しま
‐
九

0裁 判員は秘密を守る義務があるのか?

裁判員も裁半J員の経験者も、自分が関与した事件

の評議の経過や裁判官・裁半J員がどんな意見を述ベ

たか等の秘密を漏らしてはいけません。これを漏ら

したときは、6月 以下の懲役又は50万円以下の罰

金に処せられま
‐
九

3 裁判員を保護するための措置

(1)裁判員の氏洛、住所など個人を特定できる情報は、

公にはされませれ

9)裁判員が担当中の事件、担当した事件について何

人も、その裁判員に接触することを禁止していま丸

(3)裁判員やその親族に危害が加えられる虞れがあり、

裁判員の関与が難しいような事件は、例夕M勺に裁判

員が加わらず裁判官だけで裁判をしま九

に)裁判員の仕事を行うために体暇を取得したことを

理由に、会社が解雇等の不利益な取扱いをすること

は禁止されていま丸

4 裁判員制度に対する諸々の意見

刑事裁判は裁判官、検察官、弁護士に任せておけば

良いというのが従来の考え方でしたが、国民一人ひと

リカ洲J事司法に参加すれ ゴ、司法に対する国民の理解

が一層深まり、これまで以上に社会秩序 0社会治安が

護られるというのが、裁判員制度導入の理由と言われ

ています。ところが、平成 19年 2月 1日 、内閣府が

発表した世論調査では、研囲 に参加したい」は僅

か5・ 6%で、「参加したくない_が 78%に上り、跛

告人の運命を決める責任を重く感じる」「冷静に判断で

きる自信がない」等が主な理由でした。

次に紹介するこの制度に対する賛否の意見も参考に

して、裁判員制度を我が身のこととして、しつかりと

考えてみてください。

(1)人の話を聞いて真実を語つているか、嘘をついて

いるかを判断する力は、法律の専門家であっても、

法律の素人であつても変わらない筈だ。

②  「国民の司法参加」といえば聞こえは良いが、つ

まりは、行司の訓練を受けていない者が相撲の軍配

を握り、運転技術のない乗客がバスのハンシレを握

り、飛行機の搭乗者が操縦拝を握るのと同じ危険な

制度である。

(大阪大学法科大学院教授、公調 0

Iθ



那 須  (ラ茶手Eヨ )岳  登 頂 記

鶴巻 浩 (高 10)
上野から新幹線で那須塩原駅へは、約1時間で着いた。

登山口へ向かうには、駅前のバス停の時刻表に依ると小

1時間待たねばならない。このあたりはゴルフ場が多く、

何台ものシャトノ1/バスが客を迎えにきている。S君、そ

のバスの運転手と何やら話をしている。どうやら乗せて

くれないかと掛け合っていたが、体よく断られたよう几

仕方がないので在来線で隣の黒醐駅まで行くことにした。

駅に着くと路線バスが間もなく発車するというので、

ヤレャレー仕事したという心持で最前席に陣取る。バス

は市街地を通り抜け那須街道へと出た。高原らしく道路

の両側剛報 の並木や、鬱蒼とした雑木林が続く中、食

堂や高原牛のステーキ店、ハイカラな建物の喫茶店など

観光地らしく、やたら目にとび込んでくる。湯本を過ぎ

るころ登坂道路となり、あちこちに温泉宿の看板が目立

つてくる。さすが活火山の麓であることを実感する。黒

機駅からロープウェイ山麓駅までほぼ1時間で到着した

水筒に水を満たし、山麓駅の右手の登山道へと進む。

道はかなり整備されていて歩きやすし、 しばらく登ると、

やがて目の前が大きくひらけ、右側がカール状の谷とな

り、なだらかな登りとなる。はるか上方には朝日岳の山

容が望める。しばらくすると山下から雲が湧き上がリガ

スが速風に煽られて折角の景観を台無しにしてしまつた3

前方に「峰の茶屋」力`見えてくるが、足元は火山特有の

砂礫ですこぶる歩きにくし、

大勢の登山客で賑わう新築の

茶屋で休憩後、「茶臼岳」へと

歩を運ぶb植物などの生育は許

されない環境の殺伐とした山容

を目のあたりにしながらガスの

中を進むも火山礫のザクザクと

した登山道、大き目の岩には黄

色ペンキの丸印で登山者を頂上
へと案内している。風とガスを

よけ、足元のみを見ながら登つ

ていく。

ふと立ち止まりあたりを見回

すと私とS君の二人きりで、他

の登山者の姿は全く見当たらな

い。ガスの影響で道程を右に取

りすぎた模様だとS君は言い訳

をする。斜度 30° イ立から傾斜

は増すばかりだが、戻る気にも

なれず、S君無責任に「大丈夫、ダイジョウブ」と云い

ながらそのまま登つてゆく。私もついてゆくのみである

が、ガスは一面を覆い右側から冷たい風がそして時折突

風が吹く。ガスの為に周囲が見えにくかつたが、あちこ

ちに噴煙が立ち昇り、硫黄の臭いが鼻をつく。どんどん

傾斜が強くなり、足場が不安定の上、つかまる岩もグラ

グラで虫歯状態のガレ場である。先行のS君の落石が落

ちて来るものの、軽くてガヽさなものなので、それ程の恐

怖感はなしゝ

見上げると気味の悪い奇岩・巨岩群が日前を塞ぐ。 S

君 「こつち油 と言いながら即座に左手の巨岩と巨岩と

のい 間`を簡単に登りきつた。次は私の番であるが、高

さ2m余の岩の上からS君「右手はこの岩に,右足はそこ

に踏ん張つて」と指導してくれるも、足元不如意の上、

登ろうとすると背のザックが後方の岩にぶつかつて登れ

ず、ザックを上のS君に渡し再度ロッククライミングに

アタック、S君に左手を引つ張ってもらつて、なんとか

登れた。上は平坦ではあるが岩がゴツゴツ。しばらく行

くといくつかのケルンが積んであり程なく茶臼の火口が

見えてきた

日寺湘ま12時をとうに過ぎていた。手ごろな場所で昼食

を摂ろうとは云うものの、山頂は風が強く寒い。時には

突風さえ吹いて冷えた身体にはこたえる。大きな岩の陰

で湯を沸かして持参の即席ラーメンに注くち

冷たいにぎり飯にんヽぶりつき、あつたかいラーメンを

すする。 そして S君持参のインスタントコーヒーをコ

フェルで立ち飲みする。寒い山頂に長居は無用と草々に

撤収を決断する。

山の天気は気まぐれで、雨が降り出してきたのでロー

プウェイで下りることとし、傘をさしての下山も歩きに

くく、山頂駅へと急ぐ脚も重しゝ

ロープウェイを山麓駅で降り、

路線バスを予定どうり湯本で下

車、観光客が入湯できる温泉施

設で冷えた身体を温める。極楽、

ゴクラク、これほどの至福の時

があるものかとさえ思われる。

在来線に乗車、ビールで乾杯し

ながらり需京した。

今回の山行きで、山のベテランS

君の名 (迷)先導でガッテンし

たことは、彼の口癖である「ダイ

ジョウブ」というワー ドは、かな

り割り引いて聞かねばならない

ことと判明したことだつた

最後に編集者から写真を入れ

たいとの要請があったが、実

はあとで気がついたのだが山頂

で急いで下山準備の折、カメラ

を置き忘れたらしく、どこを探しても見つからず仕舞と

なつた。 『モッタイナイ』そこで登山案内図の挿入と

相なりました。 『ゴメンナサイ』
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浪 々流 転  華 麗 で ない一族 の末裔 た ち

堀 直昭 (高 8D
戊辰戦争の戦犯として玄祖父右衛門三郎直侍が処刑さ

れて以来、わが家は悪家老の一族というレッテルを張ら

れ、浪々流転の生活が続いている。全ての財産を没収さ

れ、たちまち困窮した。ようやく最近になつて身の潔白

を示す古文書などが発見され、殿様の命を助け、村松藩

を残すための人柱だったなどと言う郷土史家など現れい

ささかホッとしたが、宴席では「悪家老右衛門三郎から

五代目のホリで～す」と自己紹介をしている。藤沢周平

の「たそがれ清り葺斬」や 「隠し剣 鬼の爪」でも悪家老

の名はホリだつた。ホリという名前は悪家老に似合う名

前らしい。

右衛門三郎の子、小太郎直容は東京四谷で死去してい

る。生業のことなど分からない。

祖父直孝は御本家である殿様の子孫から「その節は大

変迷惑をかけた、ついては学資を出すから東大を受けな

さい」と言われ、東大医学部に合格。合格はしたが一斗

樽を部屋に据え朝から酒を飲み、シャモ屋 (ス キヤキ

屋 ?)の女中に入れ込み学業はそっちのけ。越後から親

族が諌めに来るのが煩いと、シャモ屋の女中と手に手を

取って朝鮮に逃げた。その女中がボクの祖母です。祖父

の職業は警察官だった。任地を転々としていたが、昭和

六年に他界、翌年祖母が後を追うように亡くなつた。ほ

んとうに仲の良い夫婦だつたという。

父の名は直道。十で神童、十五で天才、二十過ぎれば

ただの人、なんてぇことを申しますが、親父は子供の頃

神童といわヤず飛び級"で進学したものの、一回り大きな

体格の生徒たちの中で、体育の時間など苦労したそうえ

京城師範を卒業後、朝鮮の村や町など転々としながら

小学校教師を勤める。最年少で校長になる。

その村に日本人はわが家だけで、村長や警察署長など

が毎晩のように押しかけて来る。朝鮮では、大きな丼に

なみなみと注いだドブロクを相手に渡し、受け取つた者

はそれを一気に飲み干し、次に渡すというのが宴会の作

法である。「この日本人をヒドイロに会わしてくれよう

ゼ」と、連中が相談をしながら丼を回してくるが、酒豪

の親父はビクともしなしゝ 師範学校で朝鮮語をキッチリ

学んだ親父には、皆の悪巧みは筒抜けだが、親父は知ら

ん顔をしてグイと飲み干し崩れることがなしゝ

次第に朝鮮人達の顔に尊敬の色が浮かんでくる。半島

では特に大人;多の気風というものが尊重されたようa
後年父から聞いた話だが、宴会の途中で蝿が丼に飛び込

んでも決して取り舌Lしてはいけなし、 ピクリとしてもい

けない。泰然自若と構え、グイと飲み干し、しかるのち

モゴモゴと口を動かしてペッと蝿を吐き捨てる。もはや

朝鮮人達は親父に対する尊敬の念を隠さなしゝ

子供たちからも慕われたようで「校長先生の教えてく

れる唱歌が素適で、思わず泣いてしまいました」という

生徒たちの話を聞いたことがある。

当時、朝鮮人に日本式の名前をつけて朝鮮語を話すこ

とも禁じた。創始改名 (日 本の植民地統治下の朝鮮で、

朝鮮姓を廃して日本式の氏名に改めさせ、朝鮮人を天皇

制の下に皇民化しようとした政策c)である。

親父は禁を犯した生徒山厳しく罰した。大本営発表を

固く信じていたから日本は絶対に勝つ」と教壇の上から

言い続けた

敗戦で世の中が百八十度引つくり返つたとき、親父は

どんな気持ちだつたのだろう。先祖伝来の刀を振り回し、

ぶら下がつているヘチマを叩つ切り、刀を解体して官舎

の床下に投げ込んでいる後ろ姿が、オレには泣いている

ように見えた。

村松に引き揚げても、親父は三度と教壇に戻ることは

なかつた。母親に「オレは三度と教師にはならん」と宣

言。以後、わが家は困窮生活を強いられることになる。

親父は戦時中の所業を深く恥じたに違いなしゝ『国家の

品格』の著者、藤原正彦が何かの本で書いていたが、恥

をかいたら腹を切るというのが武士道である。親父は腹

を切る代わりに教師の道を捨てたのた

慈愛、誠実、忍耐、正義、勇気、′隕J隠の情など、武士

道精神が失われて日本人は行動の座標軸を失った。いま

や反省しない人間がはびこつている。去年はわが子を殺

しながら平然とマスコミに食ってかかる女がいた。そっ

くりそのままの絵を描いて「断じて盗作ではない」と言

い張る画家もいた。どん口がいいよんのた お前は日本

の恥几 「ナントカ還元水」と訳の分からんことを言う三

百代言。ホリエモンや給食費を払わない父兄たちは、み

んな恥を忘れた者たちa
オレは五分刈りに頭を丸め、日 反々省している。毎日

懺海の涙を流し、テレビに映る悪党共と戦つている。大

人の風格などかなぐり捨て、「コ、コ、コンニャロー、恥

を知れ、恥をッ。コラッ、お前は死刑だッ !」 と声を限

りに絶叫している。外を通りかかつた者は、この家の中

でどんな惨劇が起こっているのか、と戦陳するだろう。

父は深く恥じ、深く反省したcお陰で家族はヒドイロ

にあつたが、オレは親父の選択を認める。神童といわれ

た秀才で、ユーモア

もある親父だつたが、

間違いは絶対に許さ

なかつた。ILl時径行

型で性格に問題もあ

ったが、変節しなか

ったという一点だけ

でも尊敬に値する。

父は昭和六十二年

十月八日に他界した。

″″一緒一̈句
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ハ マ ボ ウ フ ウ (浜防 風 )

新保 優 縞 10回 )

私達山育ちの者には、海は子供時代の大きな憧れであ

つた。そして “いそぎく"や “こうぼう麦"などの聞き

なれない嬌前の草が砂浜に生えているのを知り、それが

海への思いと重なつて強く引かれていた。浜防風もその

一つであつた。

年を経て海も身近になり、これらの植物を頻繁に眼にす

るようになつて思い入れも薄れたが、最近になつてまた、

浜防風に関心を持つようになつた

私の好きな作家の椎名誠に “ハマボウフウの花や風"と

言う短編がある。著者の幼馴染だったボクサーの′思い出が

述べてあるが、読むと浜防風への興味がそそられるものの、

どんな草か分からないまま終わつてしまう。これに触発さ

れ、まず蜘 欧ミたがそれでは飽き足らず、本物が欲し

くなつた

しかし以前はごくありふれた海辺の雑草だったらしい

浜防風が、近くの海岸では見当たらなくなつていた

また浜防風は日本料理の添え物に使うため、富山の方で

栽培されているそうである。しかし園芸店では種も苗も売

つていなかつた

一昨年になつて、ようやく三浦半島の先端で種を手に入

れたので、それをプランターに撒いて育てている。

写真剛昨年7月 に千葉の勝浦で撮ったものである。波し

ぶきがかかるような岩場で、元気に花をつけていた

海水が好きなのかと′鴨 、`一培限螂義濫水をやつてみた

が、かえつて元気がなくなるようであつた “好き"と言

うよりは、“あまり苦にならなが'が正しいようえ

浜防風は “あしたば'と良く似ているが、香りはもつと

爽やかである。しかし若葉でも、“あしたば'と違って硬

く、あまり美味しくなかつた。そしてまだ苗のせいか生育

も遅く、葉を味見したら、次がなかなか出てこなかつた。

プランターの浜防風は、花を付けそうな元気なのが2～3

本できている。堆肥を沢山やつたら柔らかくなるかも知れ

なし、花が咲く前に試食して見るつもりである。

笠 原 健 二郎 氏 の 山 の絵 展 に て

杵渕 政海 (高 2回)

我々の先輩である 旧中32回生、笠原健二郎氏の喜寿

を記念しての個展が開かれました

笠原先輩はお父上の笠原藤七郎氏 (旧中6回生)の血

筋を受ヤ琳区ぎ、登山愛好家で日本のアルプスはもとより

名山を克服し、更にヒマラヤ、ヨーロッパアルプスなど

海外の山々を歩かれました

力日えてスケッチをもとに特徴をつかんだ その美しさ

や自然の厳しさを見事に表現された絵は多くの人々に感

動を与えていました。

アイガー 東山稜  パステル F6

会場には母校の出身者や村松、五泉出身者など多数の

方々がみえられて和やかな雰囲気でした。

次回の個展には是非多くの同窓生が、ご鑑賞されること

をおすすめしま丸

雲村俊惟 さん (高 5回 )

第六弾 「大奥の美女は踊る」

徳川十五代のお家事情 発 売 中 !

「小説・仙寿院裕子 越後村松藩の維新」を発表して第

六回 0日 本文芸クラブ島偏小説部門大賞を受賞、以来次々

刊行し、今回は今までにない大奥のドロドロした「表」

と「裏」の人間模様をエピソードから紐解きます。

将軍から寵愛と権力を求めて愛1曽劇が繰り広げられる。

その舞台こそ大奥でした。 正室・側室を頂点とするタ

テ社会のなかで、三千人もの女たちが妍を競い合いま丸

渦巻く嫉妬、めぐらされる謀りごとの数々・・・

そして、どんでん返しのサスペンス、手に汗を握ること

間違いナシ !

書店の新書コーナーにて760円 硼 り で発売中。

発売好調につき、「大奥絵巻」を執筆中 鶴

ヱθ



生 き 甲 斐

加藤 系― (高 7回)

大蒲原から新津へ、村松の西を流れる能代川での話で

す。我々が中学生位まではアマゾカ ||よ ろしく、強烈な

蛇行を繰り返すり||で、よく氾濫したものです。その蛇行

する姿から通称、九十九曲がりと云われていました。

今から何年前でしょう力、り|1下から蛇行を改修して直

線にする河川工事が進められ完成しました。まだ何年も

経っていません。水質も良くなり鮭がさかのぼつて来る

ようになりました。内水面漁業組合の事業として、鮭の

採捕、孵化、稚魚の育成、放流が始まりました。この仕

事に関心を持ち、活動する友達がいますし趣味の域を越

えるほどの熱気を感じています。

何年か前から、鮭の採捕から放流までの講習を受ける

ために北海道まで飛行機で出張したりしています。それ

が真冬ことなので飛行機が揺れて大変だったそうです。

あちらで竜巻が発生して死者が出た頃で、「しく)あ ～酷い

目に遭った !」 なんて我々を笑わせてくれま九

小生が裏で冬囲いをしていた秋のこと、友が突然来訪

し、上下黄色のゴム合羽を着た長靴姿で『鮭=匹がいい

か、イクラがいいか、どっちがいい ?』

結局、鮭をさばくのは難しいのでイクラ漬けをもらつ

た。ほんとうに美味でした

今年、3月 2日 ～ 3日 の同級会で、山代温泉に行って

来た。そのバスの中での会話をそのまま書きます。

価 の車中0
「なじらね、(ど うです力⇒鮭のほうは」

『いやぁ、気になるオ剣
「みよけたばつかで (卵からかえつたばかりで)まだ腹

に黄味つけているろ」

『いや、へえ (も う)の うなつたすけ (なくなつたから)

えさ、くんねばならねんさ (く れなければならないの

さ)』

「大変だね、何千匹も育てていると」

『いや、80万匹だがオ剣
「ひえ～っ、80万匹だと (だつて)、 そっては (それで

|つ 大変ながんだわい」

『この前、県から役人が来て稚魚の状態や数調べていつ

たが、なにしろ予算がつくかつかねかだすけ (だから)

こつちも緊張したわ力剣

(復路の車中0
『ほんに、山代温泉のごっつお (J弛0に鮭や鱒の料

理が出っと (出 ると)しばらく見てるがんさ (見てい

るのさ)、 こんつばかな (これつ|ゴつちの)キ旨で示しな

がら、4～ 5センチになつた稚魚が4年もすつと (経

つと)おつきなつて (大きくなつて)帰ってくるがん

だものなつて思うがんさ』
「おまんに電話するどもなかなかいねろ (いないでしよ

う)ひまになるがん (の |う いつだべね (いつです力→

『 3月 25日、知事だの市長だの列席して放流式が終わ

るとひまんなるな』

こんな会話がはてしなく続いてバス1卦歓妊導J着 した

のでした。友は鮭の世話が終わると山菜採りだ、と云つ

ていました

ガ 出ヽ 博 三 氏 の 油 絵 展 に て

今年も3月 4日 (日 )～ 10日 (土)までの間、ガヽ出

氏 (高 8)の第9回油絵展が有楽町の東京交通会館 Bl
(シノL/バ~サロン Alにて開催されましたc早速、4日

の初日に拝観して来たが、いずれも氏の人柄が偲ばれる

ような明るく素朴な印象と心地よさを感じました。大勢

の同窓の皆様に是非とも足を運んでいただき、ゆつくり

とご鑑賞されますようお勧めいたしま九

聞けば、奥様がお亡くなりになつたばかりで、個展の

開催が危ぶまれた状況の下、ようやく開催にこぎつけた

とのことでした。途切れないで第9回 目の個展を迎えた

からには、何としてでも第 10回目の個展を開催したい

と、固く決意を口にされて居ました。

来年もご健勝で10回 目の開催を迎えられますよう心

よりご確針致しますと共に、同窓の皆様方の暖かいご支

援とご鞭撻をせつにお願い申し上げる次第です。

広報  大橋 記

― ― 表 紙 説 明 ― 一

表紙の写真は、昭和29年卒業の沢出赳允氏提供によ

る母校の木造旧校舎で、左方に見える三角屋根は正面入

り口である。昭和27年 3月 、新教育制度による臥龍会

が誕生し臥龍会則が施行された。昭和28年には沢出氏

が所属する野球部が県大会にて優勝し、体操部も女子が

県大会で2位、陸上部も信越大会 2位と松城健児の活躍

が目覚ましかった

3月 4日 、久 し振 りに小出氏 (右 )と ……
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労夕 π     ニクルジζジ翁彙%彗

平成 19年 4月 5日 、入間カントリー倶楽部に於いて

松高東京同窓会の第 7回ゴルフコンペが開催された。

当日は好天にも恵まれ、桜の樹の下で記念撮影のあと

午前8時 28分にスター トとなる。絶好のゴルフ日和の

下、桜を観ながらのプレイは気分爽際であつた。

今回も参加者が少ない中、久し振りに伊藤勇五さんが

出席され、また、高21回生の佐藤克さんが初めて参加

されたが、その驚異的なロングドライブにはビックリさ

せられた。しかも、 ドラコン4つ全てを彼に独り占めさ

れたのは、いささ力ヽ情けない話である。第8回大会には

もつと大勢の方々にご参加いただき、各賞に挑戦して頂

きたいと念じている。

今回もまた亀山氏、吉井氏のお二人には何かとお世話

になつた。心より感謝とイ卸ネLを申し上げたし、

第 7回ゴル フコンペ

成績 (敬称略)

イ副券口瀬倉武志、準優勝口亀山知明,3位・大橋貞夫

貌 腱斜30買不同・敬称略)

1組 鈴木輝雄 (高 8)大橋貞夫 (高 10)佐藤 克 (高 21)

築野理恵子

2組 伊藤勇五 (中 33)亀山知明 (高 3)瀬倉武志 (高 3)

吉井 辛青 (高 8)

〃 θ回親 睦 ゴ ル フ分 のお知 らせ

平成 19年 10月 25日 C村 、入間カントリー倶楽

部に於いて第8回親睦ゴルフ会を開催いたします。

4月 のコンペには初めて21回生の若い新人、佐藤克

さんが参加され、新風を巻き起こしました。彼に負けて

なるものかと、腕に覚えがあっても&なくても老若男女

を問わず、大勢の方々に奮つて挑戦して頂きたくお待ち

申しております。

今から密力ヽ 動 を磨き、秋になつたら挑戦状を叩きつ

けてやろうと決意された方は下記までご連絡下さい。

吉井 清  (高 8回 )■L&Fax 042-527-6482

亀山 知明 (高 3回 )■L042-572-5096

平成 19年 6月 第43号      表紙の題略・跡 は佐伯益一氏 (旧 中27) 書

発 行 人  新 潟 県 立 村 松 高 等 学 校 東 京 同 窓 会  広 報 委 員 会

東京同窓会事務局 〒201-0005 狛江市岩戸南 2-14-14
電話・FAX番号 03-3488-2117(石 黒四郎 )

伊藤氏が遅刻され 7人で記念撮影
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校 歌

旧・県立村松中学校 旧 0村松高等女学校 県立村松高等学校

浮 田 辰平 作詞

曲は 旧軍歌 よ り

塵の巷 を遠 ざけて

雲たちまよふ 白山の

麓に立てる松の群

見 よ凌零の気 を含む

落葉 をくぐる流にも

岩石砕 く力あ り

清 きは水の姿にて

強きは誰が ,い ぞや

夫れ英雄 も人傑 も

人の子吾等が類 な り

あ ゝ松城 の健男児

奮ひて起つべ し諸共に

あ ゝ松城 の健男児

勇みて起つべ し諸共に

相馬 御風 作詞

大和 田愛羅 作 曲

愛宕 の山のむ ら松の

み どりの色の常盤 なる

操 を胸 に 日の本の

をみなの徳 を磨かばや

心は身はも真夏なほ

日に輝 ける自山の

雪にもま さる清 さもて

正 しき道 を進まばや

その名 も高きこの里の

桜の花の うらうらと

のぼる朝 日に匂ふ ごと

気高き姿保 たばや

相馬 御風 作詞

中山 晋平 作 曲

普 く照 らす天つ 日の

光を浴びて年 々に

伸びて しやまぬ若松の

ときわの志操いや堅き

学徒われ らの在 るところ

明朗の和気みなぎれ り

見 よ質実に清純に

進取の生気湧 き溢れ

文化の花の咲 くところ

希望は常に輝 ける

道 に我 らを進 ま しむ

努 めなんい ざもろ ともに

2.

第 一 応 援 歌 第 二 応 援 歌 第 二 応 援 歌

緑濃き臥龍が丘に

轟 くは我等が歓呼

若人の高鳴る血潮

たたえつ 春ゝの 日廻る

いざ叫べ若人の誇 り

わななける力の腕

見よや君歓喜の胸に

輝 くは永久の勝利

９
“

臥龍原頭幾星霜

切磋琢磨の功を経て

花紅の香 に匂ふ

誉れは高き松城の

健児が胸 に血や躍 る

我等がえ らぶ丈夫の

誉れは海 の湧 くが ごと

望みは雲の行 くが ごと

月の桂 をな譲 りそ

栄ある名 をぞ とこしへに

９

″

松城健児六百が

祖国の為に剛健の

大図をここに定めんと

送 りいだせ し我が勇士

覇権を譲ること勿れ

我等六百ここに在 り

今壮快の晴戦

見よ雄叫びの只中に

我等が望み一筋に

肩にぞかかる勇戦士

覇権を譲ること勿れ

我等六百ここに在 り

Iδ


